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概  要 

 

ナノからマイクロサイズに孔径制御ができる多孔高分子フィルムを開発した。

色素，抗菌剤，医薬，酵素などを閉じ込め，あるいは放出する。水中に気体を

放出すると，医療，環境，ＩＴ分野に応用が期待されるマイクロバブルを発生

する。 

従来技術・ 

競合技術 

との比較 

（優位性） 

高分子材料のクレージング現象の研究により，生じるナノサイズの孔を制御で

き，特定の分子を閉じ込めることが可能となった（図参照）。競合技術に比べ

高コストあるいは環境負荷の高いプロセスを含まず，薬剤の導入から孔径の制

御までを後処理で行うため，パターン印刷による機能化もできる。また，多孔

層がストライプ状構造を持つため，異方性を持った機能付加も可能である。 

本技術の 

有用性 

あらゆる材料分野の機能を支える多孔質材料として，利用が期待できる。 

関連情報 

（図・表・写真等） 

 

     
 

適用可能製品 

・孔を閉じる⇒ポリプロピレン繊維の後染め，異方導電性フィルムなど 

・孔を小さくする⇒医薬、香料などを徐放するフィルム・繊維，抗菌・防臭フ

ィルム，耐水通気性フィルムなど 

・孔から気体を放出する⇒マイクロバブル発生装置，水生生物の管理，炭酸ガ

ス温泉，半導体洗浄など 
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ナノからマイクロサイズに孔径制御ができる多孔高分子フィルム 

ナノ多孔構造を制御したクレーズフィルムおよび繊維の応用 

クレーズによるナノ多孔高分子の画像 クレーズ処理 PP繊維の染色例 


